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11ｔｈSakai Conference 
Denver, 6/15-6/17 

• 参加者 

• 500名+ (過去最高，13ヶ国，86% US & Canada) 

• 法政 3，熊本 1，名古屋 2，関西2，大阪１，KEL１ 

• New members to Sakai 

• 大阪大学，Wake Forest Universityを含む9機関 

 



セッション 

2008 2009 今回 +/- 

Building Sakai 30 30 24 -6 

Deploying Sakai 22 24 36 +12 

Using Sakai 25 33 39 +3 

Multiple Audience 25 18 19 +1 

Sakai Showcase 20 11 9 -2 

Portfolio 8 18 15 -3 

合計 130 134 142 +8 

管理者向セッション(Deploying Sakai)の増加が目立った 



Keynote Speaker – Anya Kamenetz 

Anya Kamenetz 参照：Shareable: WORK & ENTERPRISE, DIY University,  

http://shareable.net/blog/diy-university-a-qa-with-anya-kamenetz 

How are DIY Us more shareable (open, transparent, 
democratic, collaborative, and accessible to all) than 
traditional universities? 
 
Anya: Courseware (video lectures, texts, curricula, tests) is 
open-licensed. Student projects are collaborative and 
published on the open web for all to see. Intellectual 
discourse and knowledge production is not confined within a 
discipline or other silo as professors, learners and amateurs 
share ideas over social media. 
 

今やいろいろな教材が自由に利用できるようになっています．
また学生のプロジェクトは協働的であり， Web上に公開され

自由に見ることができます．知的な会話や知的生産物は学
問領域に限定されることなく，教員，学生および一般人といっ
た垣根を越えてソーシャルメディアによってアイデアが共有で
きます． 

DIY U (Do It Yourself University) 



Sakai Learning Capability Design Lenses 

ユーザの視点から要件が整理されSakai3開発に反映される 



Ja Sakai Updates セッション 
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Ja Sakai Updates セッション 

2009年の Sakai Conference に続き（2回目）、日本に
おける Sakai の活動をセッションを設け報告 

• General Updates (梶田:名古屋大学） 

• Sakai on PostgreSQL (常盤：法政大学） 

• CEAS / Sakai at Kansai University (冬木：関西大学） 

• Development for A Learning Portfolio (松葉：熊本大学） 

• NUCT Nagoya University Collaboration and Course Tools 
(大田：名古屋大学） 



General Updates 

• Ja Sakai の経緯、Ja Sakai Conferenceについて 

• 機関会員：名古屋大学、法政大学、大阪大学 

• 明治大学、関西大学、早稲田大学、慶應義塾大学、中央大学
（私立大学） 

• 熊本大学、京都大学（国立大学） 

• Ja Sakai Conference は、合計3回開催 

• Sakai Foundation の  
General Director らによる基調講演 



Sakai on PostgresSQL 

Sakai CLE を PostgreSQL データベースと連携して稼働でき
るように改変したという報告 

• データ定義、クラスの追加、ベンダー名とクラスとのマッ
プ、コンフィグレーション ファイル等の改変が必要で
あった。 



CEAS / Sakai at Kansai University 

関西大学の独自開発である授業支援システム CEAS と 
Sakai CLE との連携に関する報告 

• Sakai CLE の専用ツールである SCORM プレイヤと連携し、
コンテンツを用い 

 た学習に対する履歴を 

 管理することができる。 

• CEAS / Sakai Joint Framework  

 と名付ける。 

 



Development for A Learning Portfolio 

熊本大学大学院で設計・開発したシステムの概要につい
ての報告 

• WebCT も稼働させている。 

• Sakai CLE 専用ツールである eポートフォリオを改変した。 

• Notification Tool、Show case について報告した。 



NUCT Nagoya University Collaboration and Course Tools 

名古屋大学での新しいシステムに関する報告 

• 全学的に Sakai CLE を使うことを決定した。本年度より、順次稼働し
ている。 

• Sakai 2.7-beta with conditional release をベースにしている。 

• 2010年5月27日現在1491名が登録している。 

• セキュリティトレーニングの 

  オンラインコースに、 

  学部生93%、大学院生63%、 

  合計で76%の学生が受講した。 



Technical Demonstrations セッション 

• 関西大学、熊本大学がデモを実施した。 



Reinventing Portfolios in Sakai 3.0 

http://confluence.sakaiproject.org/display/CONF2010/Rein
venting+Portfolios+in+Sakai+3.0 



Sakai3.0時代のeポートフォリオ 

• 次期バージョンのeポートフォリオシステム
開発は、これから！ 

• まだ、仕様を固める段階にある 

• 意見、コメントを求められています！ 

• OSPチームへのコミットを！ 

• OSPI -> OSP -> OS?（＾＾； 
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OSP３の仕様 

• Sakai3 = Present & Collaborate & Share 
• キーワードに沿った、機能拡充機能 

• 持続的で一般的な提示(公開機能) 
• サイトの全ページが印刷可能(印刷機能) 
• HTML、PDF等様々な形式での出力が可能(ファイル出
力機能) 

• コメント/フィードバック  
• タギング 
• 自由なページの追加や削除の各機能 

• ポートフォリオの表示をよりWebページに近い形で
見せる機能が実装が進んでいる。 
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ポートフォリオ作成（デモ） 
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Default View, Not Logged In 

19 Default View,  Logged In 

ポートフォリオ表示（デモ） 



プレカンファレンスセッション 
A Showcase of Open Source Portfolio Innovations 

 

http://confluence.sakaiproject.org/display/CONF2010/A 
+Showcase+of+Open+Source+Portfolio+Innovations  



アジェンダ、OSP コミュニティ/プレゼンテータ 

 Introductions and Needs Assessment、OSP Overview (for Newbies)、 
  Creating a Portfolio Culture at Your Institution 

— Janice Smith, スリーカヌース 

 Page Composer : Introduction and Innovations 
— Tiffany Marra, ミシガン大学 
— Brian Dashew, マリスト大学 

 IU Presentation Maker 、 OSP Reports 
— Lynn Ward, インディアナ大学 

 Teaching/Learning/Assessment Portfolios  
— Nancy O’Laughlin, デラウェア大学 

 Notification Tool and Power Link to WebCT  
— Ryuichi Matsuba, 熊本大学 

 Matrix enhancements and multiple evaluator requirements 
— Hugo Jacobs, ライデン大学 



Page Composer/IU Presentation Maker  

ポートフォリオをより手軽に作成 
•直感的な入力 
•ウィザード的な入力 
•外観、オリジナルテーマの選択、
ポートフォリオ表示のカスタマイ
ズが簡単に行える 
•初心者にとって、煩雑に感じる
OSP機能は制限する(デフォルト
で与える) 
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Themes 



Ja Sakai – Session & Demo 



Ja Sakai – Session & Demo 


